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開 催 の 趣 旨 
 

 国民体育大会の趣旨に則り、その予選会として北信越地域の人々に広くス

ポーツを普及し、スポーツ精神の高揚を図り、健康増進と体力向上を目指

し、併せて５県の親睦と交流を深めるとともに、地方のスポーツ振興及び文

化の発展に寄与することを目的とする。 

 

 

 

国民体育大会マーク 

         昭和 22年に国民体育大会のシンボルとして制定され、第２回大会 

から使用されることになりました。 

 30度右傾斜の赤色の火炎を直径 10分の１幅の紺青色の円帯で囲ん 

であります。 

 

 

 

スポーツを行う者の心得（「日本スポーツ協会スポーツ憲章」抜粋） 

● スポーツを愛し、楽しむために、自発的に行う。 

● 競技規則はもとより、自らの属する団体の規則を遵守し、フェアプレー

の精神を尊重する。 

● 常に相手を尊重しつつ、自己の最善を尽くす。 

● アンチ・ドーピングに関する規定を遵守する。 
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あ い さ つ 

 

第 44回北信越国民体育大会 会長  

新潟県知事  花 角 英 世 

 

 

 第 44回北信越国民体育大会が、北信越各県から選手・監督並びに役員の皆様

をお迎えし、盛大に開催されますことをお喜び申し上げますとともに、御参加の

皆様を心から歓迎いたします。 

 本大会は、各県の厳しい予選を勝ち抜いた精鋭が、今年鹿児島県で開催されま

す特別国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」への出場権獲得をめざし、熱い

戦いを繰り広げる北信越最大のスポーツの祭典です。 

 これまでひたむきに練習に励んでこられた選手の皆様の努力、それを支えて

きた監督・コーチをはじめとする関係各位の御尽力に対して改めて敬意を表し

ます。選手の皆様には、日頃鍛えられた力と技を存分に発揮されますことを心か

ら願っております。 

さて、本県では、観光・文化・スポーツを通じた地域の魅力向上など交流人口

の拡大や、県民の誰もがスポーツを通じて、生涯にわたり健康で活力に満ちた豊

かな生活を送ることができる社会の実現に取り組んでおります。このような中、

本大会の開催を通じて、新型コロナウイルス感染症の影響による様々な制約、困

難を乗り越え、スポーツの持つ価値を広く発信できますことは、大変意義深いも

のであります。 

また、新潟県は、四季折々に見せる豊かな表情、雪解け水が生み出す新潟米や

日本酒などの食の豊かさ、伝統と革新のものづくり、世界文化遺産登録を目指す

「佐渡島（さど）の金山」等、数多くの魅力があります。大会後は、豊かな食や

温泉などの新潟の魅力を御堪能ください。 

 結びに、本大会の開催に御尽力された会場地の市町をはじめ、関係者の皆様に

厚く御礼を申し上げますとともに、選手の皆様の御健闘と大会の成功を祈念申

し上げまして、あいさつといたします。 
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お祝いの言葉 

 

 

新潟県議会議長 楡井 辰雄  

   

 

 第４４回北信越国民体育大会に参加されます選手、監督、役員の皆様方に、新

潟県議会を代表いたしまして、心から歓迎を申し上げます。 

 各県の予選を勝ち抜き、本大会への出場を果たされた選手の皆さん、誠におめ

でとうございます。その御栄誉に対し、心からお祝い申し上げます。 

 鹿児島県で開催されます特別国民体育大会への出場を目指し、フェアプレー

の精神で、日頃鍛えた力と技を遺憾なく発揮されることを期待いたします。 

来年にはパリ２０２４オリンピック・パラリンピックも控えております。今大

会に参加された選手から一人でも多くの方が、世界の舞台に挑まれることを祈

念しております。 

 また、それぞれの地域において、日頃から選手の育成やスポーツ振興に御尽力

いただいております監督、役員を始め関係者の皆様のこれまでの御努力と御熱

意に対し、深く敬意を表します。引き続き、スポーツを通じた地域社会の発展に

貢献いただきますよう、お願い申し上げます。 

本県には、県土に広がる豊かな自然や歴史・文化などの多様な地域資源、新潟

米を始めとした農産物や新鮮な日本海の幸を活かした豊かな食など、たくさん

の魅力があります。皆様には、この機会にぜひとも新潟の魅力を満喫していただ

ければ幸いであります。 

 結びに、本大会の開催に当たり多大な御尽力をいただきました関係の皆様に

心から感謝を申し上げますとともに、本大会の御成功と選手の皆様の御健闘を

祈念申し上げまして、お祝いの言葉といたします。 
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あ い さ つ 

                                      

 

 

 

新潟県弓道連盟 会長 小林 憲二 

 

  

 

 

北信越国民体育大会弓道競技も回を重ねること第 44回となりました。 

今年は新型コロナも５類となり、選手の皆さんの練習環境に関してはコロナ前に戻った

ようになり、大変うれしく思います。 

 弓道競技会場は、今回から武道が盛んな上越市の新潟県立武道館弓道場となりました。

新しい道場に北信越各県の選手・監督・役員をお迎えして大会を開催されますことは、新

潟県弓道連盟にとっても、この上もない喜びであり、心から歓迎申し上げます。 

遠的射場は矢道の左右が壁となっていますので、風の影響はあまり無いと考えています。

従って遠的に関しては、今まで以上の高得点が期待されます。 

また、近的射場は、冷暖房完備の室内ですので、夏の暑さに関係なく、とても引きやす

い環境ではないかと思います。 

 弓道は己をどこまで信じられるか、また的は己を映す鏡といわれている武道ですが、各

県から厳しい選考会を経て参加の弓が大好きな皆さま、北信越ブロックは毎年いわれるこ

とですが、全国の中でもレベルの高い地域です。その中でより強い選手が北信越の代表と

して、鹿児島県で開催される特別国体で活躍していただけると固く信じております。 

 結びに、役員は選手・監督の皆さんが気持ちよく競技に専念出来るように頑張る所存で

す。選手の皆様どうぞ日頃修練された成果を十分発揮されまして、悔いのない戦いをして

ください。 

ご健闘を心からお祈り申し上げ、あいさつといたします。 
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歓迎のことば 
 

 

 

上越市長 中川 幹太 

 

 

 

 

 

第 44回北信越国民体育大会が、ここ上越市において、盛大に開催されますことを 

お喜び申し上げます。そして、北信越各地からお越しくださいました選手・監督、 

並びに関係者の皆様を心から歓迎申し上げます。  

 

さて、本大会は本年 10月に鹿児島県で開催される、特別国民体育大会「燃ゆる感動

かごしま国体」の出場権獲得を目指し、各県の代表選手が郷土の誇りと期待を背に競

い合う、北信越最大のスポーツの祭典であります。選手の皆様におかれましては、目標

に向かって自らの限界に挑戦し、日頃の練習の成果を存分に発揮されるとともに、本

大会を機に、選手同士の交流と親睦を深められ、実りの多いすばらしい大会とされま

すよう願っております。 

 

上越市は、奈良時代に越後国府が置かれ、戦国の世には春日山城を居城とした上杉謙

信公のお膝元として賑わい、江戸時代には徳川家康の六男・松平忠輝公により開かれた

高田が越後随一の城下町として栄えるなど、奥深い歴史と多彩な伝統文化が息づくま

ちです。この機会に、これらの歴史や文化に触れていただくとともに、豊かな自然が育

んだ海の幸や山の幸なども楽しんでいただき、本大会の思い出の一つにしていただけ

たら幸いです。 

 

結びに、本大会の開催に当たりご尽力されました関係各位に深く感謝を申し上げま

すとともに、本大会のご成功と皆様のますますのご健勝、ご活躍を祈念申し上げまし

て、歓迎のことばといたします。 
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名誉会長 中 川 幹 太

会 長 小 林 憲 二

副 会 長 水橋美喜夫 岡 本 仁 松 島 貞 治 細 川 孝 夫

顧 問 石 田 裕 一 早 川 義 裕 市 川 均 安 達 行 法

坂 田 史 安 石 橋 文 雄 平 松 賢 一 田 中 怜

福 田 健 男 保 苅 勝

参 与 吉 田 正 典 倉 石 義 行

委 員 長 内 山 喜 昭

副委員長 木 下 外 治 小 坂 郁 雄 中 山 光 康 定 政 晶

清 水 強

委 員 青 木 孝 夫 武 樋 弘 之 山 本 哲 雄 工 藤 真 人

八下田峻佑 太 田 英 希

競　　技　　会　　役　　員
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競 技 委 員 長 小 林 憲 二

審 判 委 員 長 高 野 直 行

射 場 審 判 委 員 水橋美喜夫 岡 本 仁 松 島 貞 治 細 川 孝 夫

坂 田 史 安 石 橋 文 雄

的 前 審 判 委 員 木 下 外 治 小 坂 郁 雄 中 山 光 康 定 政 晶

長 浜 力 也 出 口 利 昭

弓 具 審 判 委 員 兼 坂田史安 兼 石橋文雄

総 務 委 員 長 内 山 喜 昭

庶 務 委 員 長 清 水 強

庶 務 委 員 田 中 香 加藤可菜子 宇佐美敏彦

接 待 委 員 滝 川 和 子 大滝美穂子

救 護 委 員 後 藤 恵 子

運 行 委 員 長 細 川 修 英

射 場 委 員 長 小 澤 幸 子

進 行 委 員 今 井 久 乃 関 原 治 子 泉 直 太

記 録 委 員 小 林 裕 土 田 誠 河 野 達 也 宮島佳那子

放 送 委 員 小 山 絵 理 山 口 知 子

掲 示 委 員 大 島 恵 一

計 時 委 員 丸 山 明 美 赤 塚 香 澄

的 前 委 員 長 山 賀 隆 之

的 前 委 員 竹 田 哲 男 石 野 正 浩 金 子 昌 弘

場 外 委 員 長 工 藤 真 人

会 場 委 員 大 原 薫 阿 部 守 青 木 昭 佐 藤 治

招 集 委 員 兼 工藤真人 熊 木 正 人 山﨑和歌子

補 助 員 主 任 齊 藤 良 江 白 石 一 雄

射 場 補 助 員 伊 藤 晧 生 栁 澤 優 茉 松 下 雅 斗 岡 田 美 博

岸 田 萌 花 加 藤 結 菜 加 藤 る り 佐 野 花 梨

池 田 陽 菜

掲 示 補 助 員 伊 藤 叶 智 武 田 禅 兼 岸田萌花 兼 加藤結菜

看的表示補助員 西 山 瑛 琉 小 山 朔 冶 堀 川 暖 太 笠 原 雄 太

日 比 優 兼 岡田美博

的 前 補 助 員 桒 原 史 菜 安 藤 紗 浬 鴨 井 花 香 小 林 一 翔

兼 的前審判補助員 藤 本 悠 誠 Andrea  Sol 瀧 本 は る な 早 津 友 郁

岩 城 夏 音 布 施 蒼 來 難 波 敬 道 藤 中 茜

片 田 陽 心 岩 城 こ こ ろ 川 住 音 弥 梅 澤 佑 大

佐 藤 成 仁 永 吉 晟 人

競　   技　   役　   員
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日時： 日時：

場所： 場所：

１． １．

２． ２．

３． ３．

４． ４．

５． ５．

６． ６．

７． ７．

８．

　 　

　

次　　　第

－矢　　渡－

【 表 彰 式 】【 開 始 式 】

次　　　第

審判会議 ８月１８日（金) 午後３時００分
新潟県立武道館

会議室
025(520)-
8897

役 員 ・ 選 手 団 解 散

競 技 上 の 注 意

役 員 ・ 選 手 団 解 散

競 技 会 会 長 挨 拶

国 旗 一 礼

競 技 会 終 了 宣 言

競 技 会 開 始 宣 言

国 旗 一 礼

競 技 会 会 長 挨 拶

役 員 ・ 選 手 団 整 列

成 績 発 表

表 彰

全 体 講 評

午後３時４５分

場　　　所

新潟県立武道館
研修室

新潟県立武道館大道場

電話番号

令和５年８月２０日（日）令和５年８月１９日（土）

９時３０分～

新潟県立武道館大道場

会　議　名 期　　日

諸　会　議　日　程

時　　刻

役 員 ・ 選 手 団 整 列

式　　典　　次　　第

監督会議 ８月１８日（金)

競技終了後

歓 迎 の こ と ば

025(520)-
8897
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開始

終了

開始

終了

開始

終了

開始

終了

開始

終了

種別順 　１．　少年男子　　　２．　少年女子　　　３．　成年女子　　　４．　成年男子

（競技の進行状況により、時間帯を変更することがある）

（天候により遠的・近的競技の期日を入れ替えることがある）

立　順

1

2

3

4

5

5立ごとに、それぞれ10分間休憩

12:5016:00

15:30

成　年　女　子

13:20

競　　技　　日　　程

10:30

２　　　回　　　戦

１　　　回　　　戦

開　始　式　　　令和５年８月１９日（土）　　　９時３０分　　新潟県立武道館大道場

２日目（２０日）　近的競技１日目（１９日）　遠的競技

9:00

5立ごとに、それぞれ10分間休憩

富　　山　　県

近的：３射場９人立　　遠的：２射場６人立  

表　彰　式　　　令和５年８月２０日（日）　　　競技終了後　　新潟県立武道館大道場

成　年　男　子

福　　井　　県

石　　川　　県

新　　潟　　県

長　　野　　県

富　　山　　県

長　　野　　県

福　　井　　県

石　　川　　県

新　　潟　　県

長　　野　　県

福　　井　　県

石　　川　　県

新　　潟　　県 新　　潟　　県

12:2015:20

12:30

13:00

石　　川　　県

３　　　回　　　戦

総合順位決定戦

種目別順位決定戦

富　　山　　県

少　年　女　子

種　別　立　順

長　　野　　県

富　　山　　県

少　年　男　子

福　　井　　県
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県名 選　　手 小計 小計 小計 個人計 合　計 競射 順位

重 田 温 也

見 谷 優 希

シ ン バ コ リ ア ム サ ム

ク ル カ ス キ ー
乃 有 ト ー マ ス

音 晴 哉

田 畑 龍 治

三 浦 悠 馬

津 山 慶 介

吉 田 獅 門

廣 川 颯 介

登 内 琉 真

黒 田 隼 矢

勝 尾 拓 海

大 島 稜 也

中 嶋 一 郎

県名 選　　手 小計 小計 小計 個人計 合　計 競射 順位

重 田 温 也

見 谷 優 希

シ ン バ コ リ ア ム サ ム

ク ル カ ス キ ー
乃 有 ト ー マ ス

音 晴 哉

田 畑 龍 治

三 浦 悠 馬

津 山 慶 介

吉 田 獅 門

廣 川 颯 介

登 内 琉 真

黒 田 隼 矢

勝 尾 拓 海

大 島 稜 也

中 嶋 一 郎

(少　　年　　男　　子)

第３回戦

少年男子遠的競技

福
　
井

第１回戦 第２回戦

石
　
川

新
　
潟

長
　
野

福
　
井

富
　
山

石
　
川

競　　技　　記　　録　　表

少年男子近的競技

第１回戦 第２回戦 第３回戦

富
　
山

新
　
潟

長
　
野
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県名 選　　手 小計 小計 小計 個人計合　計 競射 順位

高 鳥 優 生

山 田 日 菜

橋 詰 美 羽

東 出 拡 菜

能 村 優 愛

今高 菜々子

内 山 慧 泉

坂上 佳奈英

佐 藤 愛 里

百 瀬 美 紅

丸 山 り の

山本 美沙季

池 田 真 央

山 﨑 結 愛

山 腰 彩 稀

県名 選　　手 小計 小計 小計 個人計合　計 競射 順位

高 鳥 優 生

山 田 日 菜

橋 詰 美 羽

東 出 拡 菜

能 村 優 愛

今 高 菜 々 子

内 山 慧 泉

坂 上 佳 奈 英

佐 藤 愛 里

百 瀬 美 紅

丸 山 り の

山 本 美 沙 季

池 田 真 央

山 﨑 結 愛

山 腰 彩 稀

富
　
山

新
　
潟

長
　
野

福
　
井

石
　
川

富
　
山

少年女子近的競技

第１回戦 第２回戦 第３回戦

新
　
潟

長
　
野

福
　
井

石
　
川

競　　技　　記　　録　　表

少年女子遠的競技

第１回戦 第２回戦 第３回戦

(少　　年　　女　　子)
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県名 選　　手 小計 小計 小計 個人計合　計 競射 順位

中 澤 琴 乃

加藤 美有紀

小畑 侑末香

越 能 公 子

山本 真理子

中 村 裕 美

新 保 智 子

藤 岡 睦

竹 谷 美 紀

中 島 冬 萌

蟹 澤 絢 音

藤 澤 敏 恵

齋藤 佳乃子

布 村 春 美

平野 ちなみ

県名 選　　手 小計 小計 小計 個人計合　計 競射 順位

中 澤 琴 乃

加藤 美有紀

小畑 侑末香

越 能 公 子

山本 真理子

中 村 裕 美

新 保 智 子

藤 岡 睦

竹 谷 美 紀

中 島 冬 萌

蟹 澤 絢 音

藤 澤 敏 恵

齋藤 佳乃子

布 村 春 美

平 野 ち な み

富
　
山

新
　
潟

長
　
野

福
　
井

石
　
川

富
　
山

成年女子近的競技

第１回戦 第２回戦 第３回戦

新
　
潟

長
　
野

福
　
井

石
　
川

競　　技　　記　　録　　表

成年女子遠的競技

第１回戦 第２回戦 第３回戦

(成　　年　　女　　子)
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県名 選　　手 小計 小計 小計 個人計合　計 競射 順位

高 木 一

當 麻 直 哉

春 日 秀 登

曽 山 良 和

友 安 正 人

咲 川 雅 敏

上 村 和 正

外 山 孝 幸

長 崎 裕 史

岩 村 拓 生

保 科 良 介

蟹 澤 史 弥

滝 沢 勇 馬

伊 東 孝 介

石 黒 祐

県名 選　　手 小計 小計 小計 個人計合　計 競射 順位

高 木 一

當 麻 直 哉

春 日 秀 登

曽 山 良 和

友 安 正 人

咲 川 雅 敏

上 村 和 正

外 山 孝 幸

長 崎 裕 史

岩 村 拓 生

保 科 良 介

蟹 澤 史 弥

滝 沢 勇 馬

伊 東 孝 介

石 黒 祐

競　　技　　記　　録　　表

成年男子遠的競技

第１回戦 第２回戦 第３回戦

(成　　年　　男　　子)

福
　
井

石
　
川

新
　
潟

長
　
野

富
　
山

成年男子近的競技

第１回戦 第２回戦 第３回戦

福
　
井

石
　
川

富
　
山

新
　
潟

長
　
野
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得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位

順　位

得　点

的中
　　　　得点 位 位 位 位

順　位

得　点

的中
　　　　得点 位 位 位 位

順　位

得　点

的中
　　　　得点 位 位 位 位

順　位

得　点

的中
　　　　得点 位 位 位 位

順　位

得　点

的中
　　　　得点 位 位 位 位

（　　　　　　　　　　　県） （　　　　　　　　　　　県）

（　　　　　　　　　　　県） （　　　　　　　　　　　県）

（　　　　　　　　　　　県） （　　　　　　　　　　　県） （　　　　　　　　　　　県）

（　　　　　　　　　　　県） （　　　　　　　　　　　県）

遠的 近的遠的 近的 遠的 近的

特別国民体育大会弓道競技（１０月１３日～１０月１６日）
鹿児島県出水市

競 技 成 績 ・ 得 点 表

成　年　男　子

総　　　合

少　年　女　子

総　　　合総　　　合

少　年　男　子

総　　　合

成　年　女　子

福
井
県

遠的 近的

県
名

種目

成績採点法

石
川
県

新
潟
県

富
山
県

長
野
県

成年男子

◎　出　場　県

成年女子

少年女子

少年男子

　　　各種目（近的・遠的）とも　1位 6点、2位 4点、3位 3点、4位 2点、5位 1点を与える。
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県名 種　　別 監　　　　督

少年男子 久米田 真康 重 田 温 也 見 谷 優 希
シ ン バ コ
リ ア ム サ ム

少年女子 坪 田 恭 幸 高 鳥 優 生 山 田 日 菜 橋 詰 美 羽

成年女子 増 田 弘 幸 中 澤 琴 乃 加藤 美有紀 小畑 侑末香

成年男子 今 立 由 美 高 木 一 當 麻 直 哉 春 日 秀 登

少年男子 額 見 弘 司
ク ル カ ス キ ー
乃 有 ト ー マ ス 音 晴 哉 田 畑 龍 治

少年女子 奥 野 洋 子 東 出 拡 菜 能 村 優 愛 今高 菜々子

成年女子 蔵 本 修 司 越 能 公 子 山本 真理子 中 村 裕 美

成年男子 牧 野 学 曽 山 良 和 友 安 正 人 咲 川 雅 敏

少年男子 五十嵐 陽子 三 浦 悠 馬 津 山 慶 介 吉 田 獅 門

少年女子 太 田 英 希 内 山 慧 泉 坂上 佳奈英 佐 藤 愛 里

成年女子 小林 ひとみ 新 保 智 子 藤 岡 睦 竹 谷 美 紀

成年男子 安 達 行 法 上 村 和 正 外 山 孝 幸 長 崎 裕 史

少年男子 伊 藤 公 二 廣 川 颯 介 登 内 琉 真 黒 田 隼 矢

少年女子 北 嶋 晋 百 瀬 美 紅 丸 山 り の 山本 美沙季

成年女子 亀 岡 英 司 中 島 冬 萌 蟹 澤 絢 音 藤 澤 敏 恵

成年男子 永 藤 聡 岩 村 拓 生 保 科 良 介 蟹 澤 史 弥

少年男子 南 祥 裕 勝 尾 拓 海 大 島 稜 也 中 嶋 一 郎

少年女子 水 口 真 一 池 田 真 央 山 﨑 結 愛 山 腰 彩 稀

成年女子 萩 原 祥 人 齋藤 佳乃子 布 村 春 美 平野 ちなみ

成年男子 岡 本 暁 徳 滝 沢 勇 馬 伊 東 孝 介 石 黒 祐

富
 
山
 
県

選　　　　　　　　　　　　　手

監 督 ・ 選 手 名 簿

福
 
井
 
県

石
 
川
 
県

新
 
潟
 
県

長
 
野
 
県
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◎近的競技

◎遠的競技

　射距離は、男子、女子とも６０mで的は直径１００ｃｍであり、得点的を使用して近
的競技と同様の順序で行い、１、２、３回戦の合計３６本の総得点数によって順位
を決定する。ただし、的は１チームについて１つである。
　なお、得点は黄色１０点、赤色９点、青色７点、黒色５点、白色３点である。

　弓道競技は、一定の射距離から定められた的に対する的中数によってその勝敗
が決められるものである。また、競技種目は近的競技、遠的競技とあり、国体では
同一人によって同一チームによって両種目を行い、この大会においては、各種目
とも１位６点、２位４点、３位３点、４位２点、５位１点、とし、両種目の得点合計により
総合順位が決定される。
　なお、総合得点が同点の場合は、近的、遠的いずれか上位点のあるものを上位
とし、更に順位が決定しない場合には近的による射詰競射法によってこの順位を
決定する。

　以上、弓道競技の概略を説明したが、弓道は本来、静寂な雰囲気のもと、自己
をみつめる修行であったものが競技としての形を取ったものであり、選手が十分に
自己の技を発揮するためには周囲もまたそれを助けるべく、静かに観戦することが
望まれる。この競技の場合、射場内においては監督による選手への指示、注意は
許されず、また射場外といえども一般的に声援は許されても個々の選手に対して
発声によるコーチは許されない。しかし、１人の選手が４本の持ち矢、全て的中さ
せた場合などは、惜しみない拍手を送ってその技を称賛してほしいものである。
　上述したごとく、弓道は厳しい自己統制を要求されるものであり、観戦者対選手
の真摯な射行態度にも十分意を用い、選手の心として一緒に射行する態度での
観戦がほしいものである。

　射距離２８m、的は直径３６ｃｍ、１チーム３名で各自４本の矢を持ち、それぞれ与
えられた的（持的）に対して１番、２番、３番の順に１本ずつ射放し、制限時間内に
合計１２本で競技し、１、２、３回戦の合計３６本の総的中数によって順位を決定す
る。同中数の場合は射詰競射法により順位を決める。
　これは種別（少年、成年、男、女）による区別はなく、同一条件で行う。

弓道競技の見方
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優勝 2位 3位 優勝 2位 3位 優勝 2位 3位 優勝 2位 3位 優勝 2位 3位

1 55 富山 福井 新潟 富山 新潟 富山 石川 長野 富山 石川

2 56 長野 福井 長野 富山 長野 富山 新潟 長野 石川 新潟

3 57 福井 石川 富山 福井 新潟 長野 福井 長野 新潟 富山

4 58 新潟 長野 石川 新潟 福井 石川 新潟 長野 石川 富山

5 59 石川 福井 石川 富山 新潟 石川 長野 長野 福井 新潟

6 60 富山 福井 長野 新潟 新潟 長野 富山 新潟 長野 石川

7 61 長野 新潟 石川 長野 長野 新潟 石川 長野 富山 新潟

8 62 福井 石川 福井 新潟 長野 新潟 富山 長野 石川 新潟

9 63 新潟 石川 長野 富山 新潟 長野 福井 長野 富山 石川 長野 新潟 福井

10 元 石川 石川 長野 新潟 石川 長野 富山 新潟 富山 福井 新潟 福井 長野

11 2 富山 新潟 長野 石川 富山 長野 新潟 長野 新潟 富山 長野 石川 富山

12 3 長野 長野 福井 新潟 長野 新潟 福井 富山 長野 新潟 長野 福井 新潟

13 4 福井 長野 新潟 石川 長野 富山 石川 石川 長野 新潟 新潟 長野 富山

14 5 新潟 石川 富山 新潟 長野 富山 石川 福井 新潟 長野 長野 福井 富山

15 6 石川 石川 長野 福井 石川 長野 新潟 長野 新潟 石川 石川 富山 福井

16 7 富山 長野 富山 石川 福井 長野 石川 福井 長野 石川 長野 富山 石川

17 8 長野 富山 石川 長野 長野 富山 福井 長野 石川 富山

18 9 福井 長野 福井 富山 石川 長野 新潟 富山 福井 長野

19 10 新潟 石川 福井 長野 石川 福井 長野 石川 長野 新潟

20 11 石川 富山 石川 長野 富山 福井 新潟 石川 富山 新潟

21 12 長野 石川 長野 福井 新潟 長野 石川 長野 石川 福井

22 13 富山 長野 富山 新潟 富山 長野 石川 長野 石川 富山

23 14 福井 石川 新潟 長野 富山 長野 福井 新潟 富山 石川

24 15 新潟 富山 石川 新潟 福井 長野 新潟 富山 新潟 長野

25 16 石川 石川 新潟 富山 石川 富山 長野 石川 長野 富山

26 17 富山 富山 長野 福井 福井 長野 新潟 長野 石川 富山

27 18 長野 富山 石川 長野 長野 富山 石川 富山 石川 新潟

28 19 福井 富山 長野 石川 長野 石川 富山 富山 石川 新潟 石川 長野 富山

29 20 新潟 富山 長野 石川 富山 新潟 長野 新潟 福井 富山 長野 新潟 石川

30 21 石川 富山 福井 石川 福井 富山 石川 長野 石川 富山 石川 長野 富山

31 22 富山 富山 新潟 長野 新潟 富山 福井 長野 福井 新潟 長野 石川 新潟

32 23 長野 長野 石川 福井 新潟 石川 福井 新潟 石川 福井 長野 石川 新潟

33 24 福井 富山 新潟 福井 福井 長野 富山 長野 福井 石川 石川 富山 長野

34 25 新潟 石川 新潟 富山 長野 石川 新潟 長野 新潟 福井 長野 石川 富山

35 26 石川 富山 新潟 石川 石川 長野 富山 長野 石川 福井 石川 長野 富山

36 27 富山 新潟 長野 石川 富山 石川 長野 長野 福井 石川 石川 長野 富山

37 28 長野 長野 福井 石川 富山 新潟 石川 石川 新潟 長野 長野 石川 福井

38 29 福井 新潟 石川 長野 富山 長野 石川 新潟 福井 石川 長野 石川 福井

39 30 新潟 長野 富山 新潟 富山 長野 石川 長野 石川 新潟 長野 富山 新潟

40 31/元 石川 石川 新潟 長野 長野 新潟 石川 長野 石川 新潟 石川 富山 長野

41 2 富山

42 3 長野 富山 長野 福井 新潟 富山 長野 福井 長野 富山 石川 長野 新潟

43 4 福井 新潟 富山 石川 石川 新潟 長野 石川 新潟 福井 新潟 富山 長野

44 5 新潟

過去の成績

回
少年男子 少年女子 成年女子 成年女子2部

中　　止 中　止

成年男子
開催県年次
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宿 舎 一 覧 

県 名 宿  舎  名 所在地 電 話 

石川県 上越サンプラザホテル 上越市新光町 1-5-5 025-522-3611 

富山県 ビジネスイン上越 上越市下門前 1693-3 025-543-8000 

長野県 ビジネスイン上越 上越市下門前 1693-3 025-543-8000 

福井県 東横 INN上越妙高駅西口 上越市大和 5丁目 2-3 025-527-6045 

新潟県 東横 INN上越妙高駅西口 上越市大和 5丁目 2-3 025-527-6045 

 

競技会本部・記録本部 

新潟県立武道館弓道場 

〒943-0176 上越市戸野目古新田 375 

TEL 025-520-8897 

 

会場最寄医療機関 

新潟労災病院 上越市東雲町 1－7－12 TEL 025-543-3123 

 

上越総合病院 上越市大道福田 616 TEL 025-524-3000 

 

大 会 本 部 

第 44回北信越国民体育大会実行委員会事務局 

〒950‐0933 新潟市中央区清五郎 67‐12 デンカビッグスワンスタジアム 

（公財）新潟県スポーツ協会内 

TEL 025‐287‐8600  FAX 025‐287‐8601 
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